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研究成果の概要（和文）：本研究は、城下町江戸における新吉原遊廓の構造とその変化を、ジェンダーと都市の視点か
ら動態的に明らかにするものである。遊廓内部では、役と特権に支えられた遊女屋が、私的契約と公的身分システムに
よって苛酷な待遇におかれた数千の遊女を支配していた。本研究では、そのような遊女屋と遊女との対抗的関係に注目
し、遊女の抵抗が遊廓をめぐる社会を揺るがしていくことを指摘した。さらに、明治維新の身分制解体政策のなかで、
遊廓についても身分制の解体政策がとられ、遊廓の近代化が進められる。以上より、本研究は、遊廓・買売春研究にお
けるジェンダーと都市という視点の重要性を主張するものである。

研究成果の概要（英文）：This research examines the structure and the transfiguration of the Red-light 
district so-called Shinyoshiwara Yukaku in the city of Edo through the dynamic relations of gender and 
city. In the Yukaku some brothels which owed their official duties controlled thousands of the 
prostitutes who were under repression and servitude by private contract as well as by the status system. 
As a result the abolition of the status system in the Meiji Restoration, the Yukaku changed into the 
modern system that suppressed prostitutes. As stated above, this research insists the viewpoint of gender 
and city is indispensable to the study of the prostitution in Edo.
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１．研究開始当初の背景 
数多い遊廓研究のなかで、近世社会史の構
造的特質をふまえて遊廓を対象とするとい
う分析視角をはじめて提起したのは、吉田伸
之・塚田孝による遊廓社会論であり、本研究
もその成果を出発点とするものである。しか
し、遊廓社会論は、買売春をめぐる社会構造
の解明という点で大きな成果を挙げてきた
が、遊廓のもっとも基本的な構成要素である
遊女自身については、当該の社会構造の重要
な構成要素として然るべき位置を与えきれ
ていないという問題を抱えており、その背景
には、近世身分論研究が性差という論点を組
み込みえていないという課題があった。これ
に対して、女性史研究の側からの売春史の到
達点というべき曽根ひろみの「売春社会」論
や宮本由紀子による遊廓研究は、実証的実態
研究であると同時に、売春史の視角から私娼
を含む近世の遊女の歴史的性格とその主体
性を汲み上げようとするものであった。しか
し、そこでは、近世遊廓を近世社会の特質と
関連づけて把握するという点での不十分さ
がある。また、90年代後半以降本格的展開を
みたジェンダー史研究は、近世史研究におけ
るジェンダー視点の欠落を鋭く告発したが、
具体的な性売買研究の成果という点では研
究の途上にあった。全体として、遊廓は、多
くの関心を集めながらも、本研究の出発時点
では、身分論･都市論、女性史、ジェンダー
史のいずれにおいても十分に検討されてい
ない研究分野であったといえよう。 

 
２．研究の目的 
ジェンダー研究の成果をふまえるならば、
遊廓は、近世城下町において政策的・人為的
に設置され “生命の生産”から疎外され畸
形化された労働が行われる社会組織である
ということができる。本研究では、遊廓をめ
ぐる社会構造研究としての遊廓社会論と、遊
女自身を客体化せずその主体性を問う売春
社会論の二つの成果をふまえつつ、ジェンダ
ー論の提起する”生命の生産と再生産“という
概念を援用して、歴史的主体としての遊女の
実像と遊廓社会の構造解明を目的とした。 
 上記の研究目的の遂行のため、本研究では、
幕末維新期の新吉原遊廓を分析対象とし、以
下の５点を具体的な課題として設定した。 
 
①歴史史料としての「吉原細見」の可能性を
追求する。 
②新吉原町と遊女屋による、遊廓の運営戦略
を明らかにする。 
③遊廓を支える社会構造を、都市内部だけで
なく、地方豪農層や幕府・大名・朝廷など政
治的・宗教的・社会的権威との関係を視野に
入れて解明する。 
④遊廓における遊女の生活、意識と行動を具
体的に明らかにする。 
⑤以上①～④の解明により、近世遊廓の構造
とその社会的基盤を遊女の視座から問い直

す。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、研究史の到達点に学びつつ、
以下の方法にもとづいて研究を進めた。 
（１）これまで行われてこなかった新吉原遊
廓をめぐる一次史料収集と分析を研究の中
核に据える。具体的には、①新吉原遊廓内部
で生産された遊女屋、名主、遊女の作成した
史料、②新吉原遊廓と地方との関係を明らか
にするものとして、研究代表者がこれまで調
査をすすめてきた長野県須坂市教育委員会
所蔵坂本家文書、中野市所蔵山田家文書など、
江戸と地方の関係を示す史料、③近世から明
治期までの「吉原細見」、④旧幕府引継書な
どの幕府史料、の４つの史料群の発掘と分析
を柱とする。これにより、文芸作品などに依
拠することの多かった新吉原遊廓研究を、研
究資源の開発とその分析という歴史研究本
来の研究方法に立ちもどって刷新する。 
（２）近世都市史研究におけるジェンダー視
点の欠落という問題克服のため、ジェンダー
論が提唱する“生命の生産と再生産”の概念
を分析概念として重視し、ジェンダー概念の
近世史研究への導入による研究の進展を図
る。 
 
４．研究成果 
①歴史史料としての「吉原細見」の分析に基
づき、明治 5年芸娼妓解放令以降明治 9年ま
で「細見」刊行が途絶し、その背景に、この
時期が新吉原遊廓の衰微があったことを明
らかにした。また、これらの分析から、「細
見」の史料的価値を明らかにすることができ
た。その成果は、代表者による新吉原遊廓研
究のどの論文・報告においても、もっとも基
礎的な作業として位置づけられる。 
②新吉原町と遊女屋による遊廓の運営戦略
を明らかにするうえでは、国立国会図書館蔵
狩野文庫の新吉原関係史料（新吉原五町名主
竹嶋仁左衛門の「名主日記」などを含む）お
よび、寛政 7年に定められた「新吉原遊女町
規定証文」が重要な位置を占めた。これらは
いずれも身分論的分析が求められる史料で
あり、分析の結果、遊女屋と遊女の間に蓄積
され遊廓を揺るがしていく矛盾の具体的な
様相や、そのような社会実態のなかでどのよ
うな男性遊客を対象に､いかなる遊廓の運営
が企図されていたのかが明らかになった。 
③遊廓を支える社会構造を、都市内部だけで
なく、地方豪農層や幕府・大名・朝廷など政
治的・宗教的・社会的権威との関係を視野に
入れて解明するという点では、代表者と分担
者による5度の長野県での史料調査が重要な
意義をもった。その成果は、代表者による学
会報告第 51 回部落問題研究者集会全国集
会・歴史Ⅰ分科会「遊廓と近世社会」、およ
び論文「新吉原における「遊廓社会」と遊女
の歴史的性格―寺社名目金貸付と北信豪農
の関わりに注目して―」により発表した。こ



れらによって明らかになった豪農層の政治
的・経済的ネットワークや農村における地域
社会の実態、地方と江戸遊廓との密接な関係
などは、遊廓研究にとどまらず、近世におけ
る都市(特に江戸)―農村関係の分析にも寄
与するものと考える。 
④歴史的主体としての遊女の生活・意識・行
動を具体的に明らかにするという課題につ
いては、代表者「梅本記：嘉永二年新吉原梅
本屋佐吉抱遊女付け火一件史料の紹介」（等
により、その一端を明らかにすることができ
た。この成果は、遊女は売春婦か性的奴隷か
という近代史研究等における二項対立的な
議論を相対化する上で有意義なものである。
さらに、社会構造をふまえた遊女自身による
生き方の選択という視座から、近世近代を通
して売春女性の主体性を論じることを可能
にするものでもある。 
⑤ 以上①～④の成果に基づき、遊廓と遊女
の対抗的な関係、およびその間に生じる諸矛
盾の視点から、幕末の遊廓社会の構造を動態
的に把握することができた。特に、江戸―地
方の関係をふまえて、動揺する幕末期の新吉
原遊廓の地域実態に迫ることができたのは
重要な成果であった。また、そのような社会
構造のなかで、数名の遊女の生活と人生を復
原できたことも、今後の研究において重要な
役割を果たすと思われる。さらに、本研究を
通して、遊客研究の必要性を確認できた。 
また、本研究からは、遊廓・買売春研究に
おけるジェンダーと都市という分析視角の
重要性を指摘することができる。近世におけ
る都市論・身分論・商人論の深化のためにも、
ジェンダーの視点が顧みられるべきであり、
これらは今後の新たな研究領野となろう。こ
の点に関連する成果としては、分担者牧原成
征編『近世の権力と商人』山川出版社、2016、
があり、代表者は「身分論の新展開」（歴史
学研究会編『現代歴史学の成果と課題』大月
書店，2016）を刊行する予定である。 
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